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臨時休園延長に関する今後の対応についてver.9
　
ご案内の通り、緊急事態宣言が全国的に延長されたことに伴い、京都府・京都市も5月31日まで公立学校の臨時休業を延長しました。
またこの度政府は14日を目途に開く政府の専門家会議に諮ったうえで、緊急事態宣言解除の是非を判断することを明らかにしました。
そして大阪府に続き京都府も独自の外出と休業自粛要請解除の基準を11日から作成し、今月中旬に発表する方針を明らかにしました。
　このように様々な時系列や基準などが複数混在化する状況の中で具体的な見通しを持つことは非常に難しいですが、いずれにしても各幼稚園の市町村の対応が一定の目安となることには変わりはありません。
この状況の中、私立の幼稚園としての確認事項を下記に記載するとともに、再開に向けての準備を整えていく事が必要となります。

◆ 確認事項 ◆
・休園解除の判断基準は市町村公立学校への通知
・最終判断は全て各園の決定事項であることが大原則
・現時点では京都府内の私立幼稚園は5/31まで引き続き臨時休業
・但し、京都府内において可能な地域から段階的に再開の検討あり
・5/31までの保育利用の条件も、従来と同じく家庭保育への協力要請の継続
・電話や動画配信などに、より丁寧に家庭とつながることが更に重要

※著作権、肖像権への配慮が非常に重要（ガイドラインは難解ですが以下に注意）
R.2年度に限り授業目的公衆放送補償金は免除されるようですが、自園の保護者に対象を限定したYouTubeやzoomなども公衆送信に該当すると考えられ、これらによる絵本や紙芝居の読み聞かせは基本的に違法行為となる可能性が高いので、充分にご注意ください。
＜関連サイト＞
京都府文教課　4/27【メール文教課より】平成30年改正著作権法による「授業目的公衆送信補償金制度」の施行について（添付有）
福音館書店　https://www.fukuinkan.co.jp/detail_contents/?id=90
ブロンズ新社　https://www.bronze.co.jp/inquiry/#6
東京子ども図書館　https://www.tcl.or.jp/読み聞かせ動画配信の著作権について/



・京都府休業要請対象事業者支援給付金について
以下の京都府のHPに掲載されています。
http://www.pref.kyoto.jp/sanroso/news/coronavirus-kyuhukin.html
休業要請に応じている、学校法人（常時雇用する職員が１００名以内）も対象となります。大学法人の附属幼稚園の場合は人数的に対象外となる可能性はありますが、大半の幼稚園は申請するだけで支給対象となりますので期限内に申請してください。（一律20万円）
令和2年5月7日（木）から令和2年6月15日（月）まで

◆ 登園再開に向けての準備事項 ◆
・文科省の最新の情報を常に入手して準備に備える
https://www.mext.go.jp/content/20200423-mxt_kouhou01-000006270_1.pdf（現時点最新版）
・１４日および２１日に政府において宣言解除の再判断がなされる予定
・５月中に京都府内の公立小学校・幼稚園の段階的登校園が実施される可能性はある
→現時点の情報ではこれらは授業の分散再開ではなく、あくまでも学習相談・面談のための登校であって授業が行われるわけではない
→各市町村の教育委員会に詳細な内容を確認する必要アリ
→場合によっては京私幼各園でも短時間の人数を限定した分散型登園の可能性もアリ
・京都府教育委会・京都市教育委員会・各市町村の教育委員会が公立学校再開に向けてどのようなスケジュールを示すかが重要なポイント
・授業再開となる場合でも、当初から毎日登校・人数も１００％登校とならないことは明白
→私立幼稚園各園が自園の保育室数、面積、在籍園児数などの現状を鑑みて、どのように分散型保育を実施するのが、感染拡大に向け有効なのかを検討しておく必要アリ
・園内の衛生管理はもとより　３密に配慮して分散型登園をどのようにするか
・衛生管理備品の拡充や補充はできているか
・分散型登園は具体的にどのようにするのか　週何回から始めるのか（日数の件）
・グループ分け・登園コース別・時間別・年齢別　などいろいろな方法で検討（人数の観点から）
・保育時間　半日・時間短縮・全日（一日の時間の観点から）
・昼食はどうするか　食べるなら配膳はどうするか　どのように食べるのか
→昼食時の感染リスク排除は非常に重要
→文科省などからの通知などを参照のこと
・バスの３密をどのように排除するか
・預かり保育の預かり要件をどのようにするか、当初時間は短縮するのか
・Ver８にも記載した、子どもたちの経験を補う目的での長期休業中の保育の有無をどうするのか
→実施する場合は日程や教職員の勤務体制を整える必要アリ

上記の観点から現段階で検討して、保護者にタイミングよく周知できるように、通知文の作成をするなどの準備が重要
→その際に自園としての感染予防対策を具体的に示すことが必要
→その際のポイントは保育を再開する根拠を保護者に分かりやすく説明することと、不安な保護者の意見をていねいに受け止めること。

→小学校が再開したので、幼稚園も再開しました…。という説明ではなく、
①3密条件を幼稚園生活の中で具体的にどのような対策をとることで緩和しているか。
②その際の具体的に示せる人数や時間や面積などの数値を公開
③園としての手洗い消毒、マスク着用などの感染対策の具体例
などのことへの説明が重要
※園児などのマスク着用に関しては2月末からの経過などを踏まえると、幼稚園として園児などのマスク着用を断ることは保護者の不安を増大させることにつながると思われるので、出来る範囲での協力が必要であると考える。


